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第７回定例委員会会議録 

委 員 長 ）  日程第１ 開会宣言 

委 員 長 ）  日程第２ 会議成立の宣言 

委 員 長 ）  日程第３ 会議録署名委員の指名（木村委員） 

委 員 長 ）  それでは、日程第４の審議に入ります。第９号議案「芦屋

市スポーツ推進審議会委員の委嘱又は任命について」を議題と

します。提案説明を求めます。 

スポーツ推進課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

委 員 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

浅 井 委 員 ）  この会議は年に何回行われているのでしょうか。 

スポーツ推進課長）  大体年２回を予定しております。 

浅 井 委 員 ）  スポーツの推進に関する重要事項について調査審議という

ことですが、これまでにはどのような内容のことが審議されま

したか。 

スポーツ推進課長）  昨年度になりますが、スポーツ推進実施計画を策定してお

りますが、これにかかわる市民アンケート調査ですとか、これ

まで計画してきた検証を経た新たな計画づくりであるとか、あ

とは市の中で２団体のスポーツ団体に市から補助金等を出して

おりますが、その団体についての審議、意見等が主な内容にな

ります。 

浅 井 委 員 ）  はい、わかりました。 

委 員 長 ）  他に質疑はございませんか。 

無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

これより採決いたします。本案は、原案どおり可決すること
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にご異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         ご異議なしと認めます。よって本案は可決されました。 

        〈第９号議案採決。結果、可決（出席委員全員賛成）〉 

委 員 長 ）  続きまして、日程第５の審議に入ります。 

報告第２号の審議に入りますが、ここでお諮りいたします。

報告第２号「平成２７年度教育費予算概算要求について」は、

その内容から、非公開で審議するのが適当と考えますが、ご異

議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

ご異議なしと認め、そのように決定いたします。 

委 員 長 ）  ただいまから非公開で審議いたしますので、関係者以外の

方は退席願います。 

              <非公開会議> 

委 員 長 ）  それでは、報告第２号「平成２７年度教育費予算概算要求

について」を議題とします。提案説明を求めます。 

管 理 課 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

管 理 部 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

学校教育部長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

社会教育部長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

管 理 課 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 職 員 課 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

委 員 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

         まず管理部のほうからご意見、出してもらいましょうか。 

         お互いはそんなに関連し合っていないので、これだけを見て
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もわかるようには思いますが、いかがでしょうか。 

         管理部だけで言うと、２６年度当初予算と１１億円ぐらいの

差がありますが、去年の２６年度の概算は幾らぐらいだったの

ですか。 

管 理 課 長 ）  少し調べますので後ほどお答えいたします。 

委 員 長 ）  別にシーリングがあるわけではないですよね。 

         今回に関して言うと、建設工事というのがかなり大きなもの

ということですね。 

管 理 課 長 ）  はい、岩園の分が大きいです。内訳としましては、小学校

の分が１０億８，０００万円で、幼稚園が６億２，０００万円

ほどになります。 

委 員 長 ）  それが上積みされているような感じになるということです

ね。 

管 理 課 長 ）  はい。 

委 員 長 ）  それと大きく変わったのが子ども子育て支援新制度による

補助の出し方が変わったということですね。 

管 理 課 長 ）  新制度で仕組みが変わりますので、まだ不透明なところが

ありますので、多目には見積もっているところです。 

浅 井 委 員 ）  ここが昨年全くなかった部分ということですね。 

管 理 課 長 ）  ですので、市民への周知に努めていかないといけないと考

えています。 

管 理 部 長 ）  施設給付の関係ですと、本日、お手元に配付させてもらっ

ている資料３のほうに利用者負担のイメージというのがござい

ますが、国の新制度基準というのが右側の表で出ておりますけ

れども、これが国が上限として定めている部分ですので、これ
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について市としてどこまで公私間格差解消という意味も含めま

して、幾ら下げるのかというようなところになります。その下

げる分が先ほど説明した中にありました地方単独利用分という

ような形で市が負担しなければならないということになります。 

管 理 課 長 ）  済みません、先ほどの件ですけれども、管理部のほうで申

し上げますと、２６年度の概算要求額が３２億７，５４３万１，

０００円です。２６年度の当初予算額が３２億９，０８０万５，

０００円になります。 

委 員 長 ）  概算要求時よりプラスになっているのですね。 

管 理 課 長 ）  そうですね。１，５３７万４，０００円プラスになってお

ります。 

委 員 長 ）  そういうことなのですね。バサッと削られるものなのかと

思って心配して聞いたのです。 

管 理 部 長 ）  管理部では余りないですね。 

委 員 長 ）  そうですか。絶対必要なものだという感じですね。 

管 理 部 長 ）  施設整備ですとか、そういったものですので。 

委 員 長 ）  工事費関係では、どうしようもないですね。 

管 理 部 長 ）  では、続きまして学校教育部から説明いたします。 

学校教育部長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

学校教育課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

学校教育課主幹）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

打出教育文化センター所長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

委 員 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

         スクールクラスター事業というのがよくわからないのですが、

どのようなものですか。 
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学校教育課主幹）  スクールクラスター事業と言いますのは、現在特別支援教

育におけるインクルーシブ教育システム構築事業ということに

なっております。インクルーシブ教育というのは全ての子ども

たちが同じ場でともに学んでいくという中で行われているもの

なのですが、その中でスクールクラスターということで学校間

連携や、学級間連携等、いわゆる連携をしていくというところ

で文部科学省のほうがそういう研究をしていくということであ

り、学校間連携、学級間連携をどのようにしていくのかという

ようなところで行われている事業がスクールクラスターという

ものになっております。 

委 員 長 ）  ありがとうございました。 

         スクールソーシャルワーカーは去年も要求していましたね。 

学校教育課主幹）  要求していたのですが、毎年認められず、今年度も引き続

き必要ということで挙げております。 

浅 井 委 員 ）  学校教育部で中学校部活動支援事業というのは外部の指導

員の方のことでしょうか。 

学校教育課長）  この中身につきましては、１つは中学校の外部指導者の謝

金というものがこの中に入っております。中学校の部活動の外

部指導者というのは３中学校で１０名を配置しておりますが、

それに加えまして、それよりも大きい部分が、各中学校で部活

動をするに当たりまして、例えば部が活動する際に登録料とか

参加費であるとかそういったもの、また、例えばブラスバンド

部が活動するときの楽器の運搬料であるとか、そういったもの

について全て学校がその場に応じて執行できるような形で、各

学校のほうに委託料として配分しているという金額でございま
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す。 

浅 井 委 員 ）  承知しました。 

委 員 長 ）  先ほど説明もあったのですが、土曜授業研究推進校は、か

なりあちこちでもう既にやられているものなのでしょうか。 

学校教育課長）  今、伊丹市のほうでは全ての学校で取組が始まっていると

ころではございますけれども、また国のほうが、土曜授業につ

いて法改正して推進をしているところであります。では芦屋市

はどうするのか。現状の中で土曜授業のやり方というのは、例

えば学校が主体となって全員の授業日にしますよ、全員来なさ

いよというようなスタイルの土曜授業のやり方もあります。た

だしそれをやるには教職員の勤務の問題がどうしても残ります。

それから、全員来なさいよと言ったときに、週２日の休業日と

いうのが定着する中で、土曜日はほかの予定が入っているとか

いうような家庭もありまして、そういう形は１つの土曜授業で

はあるけれども、芦屋市としては少し難しいのではないかとい

う予想はございます。別の形の土曜授業というのは、例えば学

校という施設を提供した形で地域の方がコーディネートをして、

そして地域の指導者によって希望する子どもたちが参加するよ

うな補充型というのが今、伊丹市で中心的にやっている形とな

ります。 

委 員 長 ）  伊丹市はそういう形なのですね。 

学校教育課長）  そうです。ですから、そういった形になるだろうと思いま

す。しかし、この形になると学校教育課が推進すべきなのか、

それとも社会教育のほうなのかという、どうしてもその辺の整

理が必要になってくるかなというところでございますが、学校



-7-

教育課の事業で、例えば国から調査研究ということで、またい

ろいろなものが、学校教育のラインで出てくる可能性もござい

ますので、そういう調査研究ができる費用として学校教育課と

して、費用計上をしているということでございます。 

委 員 長 ）  ちなみに伊丹市は，社会教育，学校教育のどちらが担当し

ているのですか。 

学校教育課長）  多分学校教育のほうではないかと思われますが、そこはま

だ確認がとれておりません。 

浅 井 委 員 ）  土曜授業は既に今年度、昨年度から進めている学校もある

のですか。 

学校教育課長）  １つのモデルとなるのは、今、精道中学校のほうでＰＴＡ

が中心になりまして、こちらが目指している土曜授業に近い形

でスタートしております。 

浅 井 委 員 ）  わかりました。 

委 員 長 ）  予算とは関係ないことですが、芦屋市の話としてではあり

ませんが、最近、若い先生方がふえてきて、そういう先生方を

育てるところが大変大きな課題になっていると聞いているので

すが、研修などで特に力を入れておられることなどはあります

か。 

打出教育文化センター所長）  若手教員の育成は大きな課題ととらえております。年次研

修と申しまして、５年目までの教員の研修を夏季休業中のと

きの打出教育文化センターの研修を進めているところです。

回数は１年間で５回です。夏休みの間に３回ございます。 

初任者研修は、法令に基づいて行っております。 

あとは臨時教員の研修を、１年間に３回行っています。 
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学校教育部長）  それと学校支援相談員の先生方を配置しており、大きな効

果があります。個別にてこ入れが必要である場合に、マンツー

マンで今ずっとやっており、それがかなり功を奏している状態

です。 

委 員 長 ）  効果は上がっている。 

学校教育部長）  はい。 

委 員 長 ）  上月先生からごらんになってどうですか、若手の力は伸び

ていますか。 

打出教育文化センター所長）   期待はできると思っております。やはり２年、３年しっか

りと研修を行って、学校の中での研修も含めて力を入れますと

大きな力に、学校を支える力になると思います。 

委 員 長 ）  頑張ってください。 

管 理 部 長 ）  では、続きまして社会教育部から説明いたします。 

社会教育部長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

生涯学習課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

青少年育成課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

スポーツ推進課長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

市民センター長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

図 書 館 長 ）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

委 員 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

松 本 委 員 ）  放課後子どもプランについて、今年度県からの予算が減っ

ていたというふうに聞いているのですね。それで、従来どおり

にやっていこうとすると、芦屋市としては従来どおりにやって

いきたいので放課後子どもプランで土曜日にやっている分があ

るので、それに土曜チャレンジからの予算が充てられるという
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ことで、本来は精道中学校でやっているような土曜日の活動に

ぴったりの県の予算があると聞いたのですね。でも、それをこ

としは放課後子どもプランに充てないと回らないので充てたと

いうふうに聞いており、その県の本来推進しようとしている精

道中学校でやっているようなところにお金がおりるためには、

芦屋市で放課後子どもプランの予算をふやしておかないといけ

ないのではないかと思ったのですが、この予算にはそういうの

も含まれているのですか。 

生涯学習課長）  これは従来どおりの形です。これは分けては書いていない

ですけれども、どちらも合わせた額の合計がこれになっており

ますので、この中には従来どおりの形しか入っていないので、

今おっしゃった精道中学校の部分はここには含まれていない形

になっています。 

松 本 委 員 ）  そうですと、その土曜チャレンジの分を来年度も放課後子

どもプランのほうに使わないと回らないような額になっている

のですか。 

生涯学習課長）  土曜チャレンジの分を使わないと回らないといいますか、

当初、今までと同じ形で申請しておりまして、それが認められ

ておりました。それがギリギリになって減らさざるを得ないと

いうふうに県のほうから報告がありまして、ではどうしますか

ということで県のほうから提示がありまして、土曜日にやって

いるものを別枠で分けて申請すれば、補助金が別にあり、こち

らのほうが金額としては多くなりますよというものでした。し

かし、趣旨から言うと少し違うのではないかというところがあ

りました。最初から別に土曜チャレンジの分もあったのですが、
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芦屋市としては少し内容が違うように思うので、そこは今年度

はしませんということで言っていたのですが、従来のものがそ

の時点では認められていたのです。もっと後になって、こちら

の今までどおりのものは減額することになりました。申請があ

った当初はオーケーですよということだったけれどもだめにな

りましたから減らさざるを得ませんというふうになりました。

では、どうしようかなということになりましたが、その代替案

としては、もうやめてしまうというのと、市単で補充してやる

というのと、土曜チャレンジが、若干違った形であるのでそこ

に乗せかえるというのがありますというふうに提示がありまし

た。今現在としては土曜日に子どもたちの放課後の対策という

ことでやっているものであれば、教育、勉強を教えるというこ

とでなくても構いませんということなのですね。でも今やって

いるこの内容で大丈夫なのですかと県に聞きますと、大丈夫で

す、それでやってくださいということでしたので、今年度はそ

うさせていただきますということで実際はしたのです。そのま

まの額で今、進んでいるものですので、実際には、この前お話

があった中で精道中学校がそういうふうにやっているというこ

とがあったのですが、その内容として生涯学習課がかかわって

いるところの校庭開放の事業の中に、種類としても入っており

ませんでしたので、それが組み込めるかどうかということ自体

も実際まだこの時点ではわかっておりませんでした。この前お

話があって、検討しますというような内容であったので、実際

は、内容によってですけれども、これを、放課後子どもプラン

も雨の日とかいろいろあって変わるので検討はできると思いま
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すが、ここに今考えている中には入っていないということにな

っております。 

社会教育部長）  概算要求ですので、動かせないものではありません。ここ

にこのように挙がっていますが、先日、放課後子どもプランの

委員会がございましたときは概算要求の締め切りが終わってお

りましたため、そこへの計上はできておりませんけれども、本

要求が１１月にありますので、ここで精査はできると思います。

該当するということがわかった時点で再度こちらのほうで計上

のし直しは可能だと思っております。 

松 本 委 員 ）  わかりました。 

教 育 長 ）  もらえるのであればもらっていただきたい。市の単費で全

部やるというのはつらいですが、補助が出るのであれば、そこ

を精査して財政課と調整してもらえますか。 

浅 井 委 員 ）  ルナ・ホールなのですが、昨年度は舞台つり物機構改修工

事で５，５００万円要求していますが、不採択だったのですね。

ことし８，６９０万円になっているのですが、これはどういう

ことなのでしょうか。 

市民センター長）  これは建築課が査定している金額ですので、その金額の詳

しい内容については説明できないのですが、この舞台機構の改

良改修工事については３期を予定しています。そのうち１期は

済んでいるのですが、２期について去年予算要求させていただ

きました。ただ、ルナ・ホールにつきましては、工事をします

と使えない時期が出てきます。ルナ・ホールについては使われ

る方はかなり前から、例えば舞台とか音楽会を予定されていま

すので、時期的なものというのが非常に大事になってきますし、
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使えない時期が頻繁に起こるというのは少しまずいのかなとい

うところで、先ほど言いました２期、３期の分を合わせてやろ

うというような考え方になっているのだと思います。 

浅 井 委 員 ）  では、もう既に昨年度も行われているということですか。 

市民センター長）  いいえ、１期についてはもう過去に行われていて、去年の

予算要求は２期分を予算要求させていただいて、それは不採択

になりましたので、実際にはできなかったのですね。今回の分

につきましては２期分と３期分を合わせた形になっているのだ

と思います。 

浅 井 委 員 ）  そうですか。 

市民センター長）  それに当然消費税が上がってきますので、少し高くなって

います。 

浅 井 委 員 ）  ３，０００万円以上上がっているので、なぜかなと思った

のです。 

教 育 長 ）  補足ですが、８ページに、市民センター・公民館指定管理

者制度導入で２５万７，０００円が入っています。これは行革

の流れの中で概算要求としては挙げておりますが、ことし公民

館運営審議会等で議論をしていますので、そこでの評価を十分

に吟味していただいて、流れとしては教育委員会が指定管理を

するということを決定しないと導入できません。それを受けて

条例改正をして、議会においてご議決いただければ指定管理の

仕様書等によって業者を選定していくということになります。

今概算要求の中では行革の流れがあるので、今ここに挙げてい

るということになります。これに挙げているからといって委員

の皆さんの了承を得ず、勝手に事務局が指定管理を進めている
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ということではありません。教育委員会において議論し、最終

判断をしないとできないもので、今挙げておかなければならな

いので挙げているということだけご理解願いたいと思います。 

社会教育部長）  公民館の指定管理につきましては、市民センターは、公民

館、市民会館、老人福祉会館の複合施設でございます。内容に

つきましては公民館の部分は社会教育の純然たる事業というふ

うになっておりますので、そこの部分を踏まえて慎重な検討が

必要というふうに思っております。また公民館運営審議会につ

いては、今年度は８月と２月に一応２回予定しているわけです

が、ことしの２月に開催した審議会において、公民館の部分も

含めて指定管理する部分についてはご意見を審議会の皆さんに

もお聞きしておりますので、この１年を使ってさらに検証をし

ていただきたいというふうに思っております。 

委 員 長 ）  よろしいですか。 

         ２６年度と比べて７億９０万円ふえていますが、基本的には

工事関係というふうに理解してよろしいですか。 

生涯学習課長）  大半が工事関係です。他にも、若干やりたいという新しい

事業で事務職の人件費を計上している部分もございますが、ほ

とんどが工事関係というふうに思っていただいて結構かと思い

ます。 

教 育 長 ）  ことしは文化資源の継承と啓発といった部分に意味を込め

て予算要求に力を入れております。 

浅 井 委 員 ）  項目別に明記されていて、何かちょっと気概を感じました。

うれしく思います。 

社会教育部長）  やはり施設と文化というのはお金がかかりますので、その
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あたりは市が震災での大きな負債を抱えた時点からはなかなか

予算をつけていただきにくくなっているのが現状でございます

が、先ほども富田砕花旧居のお話もしておりましたけれども、

顕彰につきましても、一度、顕彰事業について断念というとこ

ろを迎えた時期に市民の皆さまや、顕彰会の皆さまに支えられ

て継続してきたという経緯がございますが、それも市のほうで

昨年度実施計画のトップヒアリングを受けまして、市のほうで

改めて顕彰していくということを決定していただきましたし、

少しずつそういった意識が上がってきたのではないかというふ

うに思っているところでございます。 

委 員 長 ）  ありがとうございました。 

         他に質疑はございませんか。よろしいでしょうか。 

         無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

         これより採決いたします。本案は、原案どおり承認すること

にご異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         ご異議なしと認めます。よって本案は承認されました。 

        〈報告第２号採決。結果、承認（出席委員全員賛成）〉 

委 員 長 ）  非公開での審議は終了いたしましたので、これより公開い

たします。 

              <非公開審議 終了> 

委 員 長 ）  日程第６ 閉会宣言 


